
































1.2 8000mへの足跡 －マッキンリーからアンナプルナ I峰
へ－ 2003年 8月 4日 (月)～11月 30日 (日)
2003年 5月 16日、明治大学山岳部炉辺会による「明治大学アンナプル
ナ I峰登山隊 2003」が南壁からの無酸素登頂に成功した。これによって、





や登山装備などの展示を 2003年 7月から 11月末まで行った。図書館で
も、ギャラリーのスペースを提供し、炉辺会の会誌や写真、植村直己氏の
著作などを展示した。


















1.5 第 7回 経済学の古典 －本学所蔵原本とリプリント版展
示－ 2004年 10月 19日 (火)～12月 4日 (土)







1.6 第 8回「布施辰治・自由と人権」資料展 2005年 1月 13
日 (木)～2月 28日 (月)















Dante Alighieri(1265-1321) Le terze rime di Dante.
Venetiis : In aedib[us] Aldi Accuratissime, 1502
本書は、小型本やイタリック体を考案したことで知られる出版人アルドゥス・


























Bude´, Guillaume(1468-1540) Commentarii linguae Graecae.





ド (Josse Badius, 1462-1535)。手動印刷の様子を描いた有名なジョス・バード工房
の商標が標題紙を飾っている。また、標題紙にトマス・ボール (Thomas Ball)との
署名がある。
ホッブス『リヴァイアサン』 1651年 ロンドン 091.3/894//H
Hobbes, Thomas(1588-1679) Leviathan: or the matter, forme, and power of a
common-wealth ecclesiasticall and civill.










Rikord, Petr Ivanovich(1776-1855) Zapiski flota kapitana Rikorda
: o plavani ego k ponskim beregam v 1812 i 1813
godah, i o snoxenh s poncami.
V Sanktpeterburg+ : V Morcko tipografi, 1816










ガルニエ『インドシナ踏査記』 1873年 パリ 4巻 (内図録 2巻) 092.3/524//H
Garnier, Francis(1839-1873) Voyage d’exploration en Indo-Chine : effectue´













アウグスティヌス『神の国』 1473年 マインツ 091.3/914//H
Augustinus, Aurelius(354-430) De civitate Dei.



















標題句解孔子家語 (ひょうだいくかいこうしけご) 6巻附素王事紀 1巻 (4冊,附巻
1冊欠) 慶長 4年 (1599) 伏見版 091.1/15//H
















『孫子, 3巻』『呉子, 2巻』『司馬法, 3巻』『尉繚子, 5巻』、第 2冊に『黄石公三略,






































































児玉花外,山田枯柳,山本露葉著 『風月万象』 明治 32(1899)年 6月 文学同志会
刊 四六判 紙装 35銭 MB100/KO6-7//W













西條八十 (1892-1970)『西條八十詩集』 昭和 2(1927)年 12月 第一書房刊 A5判











萩原朔太郎 (1886-1942)『廊下と室房 : 随筆評論』 昭和 11(1936)年 5月第一書








佐藤春夫 (1892-1964)『退屈読本』 大正 15(1926)年 11月 新潮社刊 四六判 布









室生犀星 (1889-1962)『鳥雀集 (とりすずめしゅう) : 拾遺抒情詩集』昭和 5(1930)









土屋文明 (1890-1990)『韮菁集 (きゅうせいしゅう)』 昭和 20(1945)年 3月 29日
後書 青磁社刊 (ただし未刊) 文庫判 紙装 定価表示なし MB100/TS6-16//W











・札幌青磁社版 昭和 21年 7月 5日、札幌青磁社發行、定価 7円 (税共)。当館
所蔵本 (MB100/TS6-5//W)。
・東京青磁社版 昭和 21年 7月 15日、東京青磁社發行、定価 7円 (特別行為税
共)。当館未所蔵。
与謝野晶子 (1878-1942)『春泥集』 明治 44(1911)年 1月 金尾文淵堂刊 四六判











与謝野晶子 (1878-1942)『明星抄』 大正 7(1918)年 3月 金尾文淵堂刊菊判 和紙









下各 100首、計 200種を収め、晶子 40歳、熟年期の自選歌集となっている。たい
へん高雅で美麗な装幀で、和装の美術的歌書としても出色のものである。
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長塚節 (1879-1915)『土』 明治 45(1912)年 5月 春陽堂刊 菊判 紙装 函付 1円
10銭 装幀：平福百穂 MB100/NA8-6//W






泉鏡花 (1873-1939)『鴛鴦帳 (おしどりちょう)』 大正 7(1918)年 6月 止善堂刊










で、本の表裏の見返しには、華麗な絵 (木版画)が施されている。大正 7年 (1918







泉鏡花 (1873-1939)『友染集』 大正 8年 1月 春陽堂刊 四六判 函付 2円 80銭
奥付の著者表記：泉鏡太郎 装幀：小村雪岱 MB100/IZ1-24//W


















井伏鱒二 (1898-1993)『ジョン萬次郎漂流記 : 風来漂民奇譚』 (記録文学叢書第 8
巻) 昭和 12(1937)年 11月 河出書房刊 四六判 紙装 50銭 MB100/IB3-17//W
土佐の漁師萬次郎 (1827-1898)が 14歳の時に仲間とともに漁に出て漂流し、無
人島に漂着後アメリカの捕鯨船に救助される。アメリカでの生活を体験し、やが
て船乗りとなった萬次郎は、アメリカの新知識を携えて鎖国下の日本に帰って来
る。ジョン萬次郎の数奇な生涯を描いた伝記小説は記録文学叢書として刊行され、
第 3回直木賞を受賞している。
表紙の題字の下に風来漂民奇譚とあり、自序で井伏はこの小説がめでたしめで
たしで終わっているのは読み物として物足りないようにおもわれるが、「漂流譚の
慣わし」であると記している。
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